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新技術・情報名 いちじくの一文字整枝における低温
にともなう発芽障害防止法

分類 ①

１．成果の内容

１)技術・情報の内容及び特徴

「桝井ドーフイン」の一文字整枝樹の、晩霜による発芽障害の防止に

は、発芽前（３月下旬）に主枝をわら巻きし、フイルムで被覆する等の

防寒方法がよい。

（１）３月中旬の休眠枝は、－１０℃の低温でも発芽率は低下しない。

（２）４月上旬の発芽期の枝は、－５℃以下で発芽障害を受け、低温遭遇後

急速に暖まるような条件下では、発芽障害が助長される。

（３）防寒方法では主枝をワラ巻き後フイルムで被覆したもの、またはベル

マーチ被覆したものの防寒効果が高い。

（４）－５℃程度の低温では、フイルムだけの被覆でも防寒効果がある。、

2)技術Ｐ情報の適用効果

晩霜による発芽障害を防止することで、

整枝樹の生産が安定する。

｢桝井ドーフイン」の一文字

3)適用範囲

県内の「桝井ドーフイン」一文字整枝樹の産地。

4)成果の利活用・普及指導上の留意点

(1)降霜の恐れがなくなれば防寒資材は早めに除去する。
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&)①＊：露地の最低温度２．９℃、最高温度13.1℃
②*＊：露地の最低温度６．５℃、最高温度16.8℃

表２防寒資材と解凍温度が発芽率に及ぼす影響（平成３年）
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具体的データ

表１一年枝の低温遭遇後の発芽率（平成元年～２年）
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